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Abstract IEICE (the Institute of Electronics, Information and Communication Engineers) provides a pLATEX2ε

class file, named ieicejsympo.cls for the HCG Symposium of IEICE. This document describes how to use the

class file, and also makes some remarks about typesetting a document by using pLATEX2ε. The design is based on

ASCII Japanese pLATEX2ε.
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1. ま え が き
HCG シンポジウム原稿を ieicejsympo.cls を利用して執
筆する際に必要なことを解説します．原稿執筆上の注意事項は，
「電子情報通信学会 HCG シンポジウム執筆要項」を参照して
ください．
コンパイルに必要なクラスファイルは，ieicejsympo.cls だけ
です．sympo.tex は，このクラスファイルを使用した場合のサ
ンプルファイルかつテンプレートファイルです．

2. 図表の貼付
本原稿内に図表を貼り付ける場合は，以下の例を参考にし
てください．図 2 として図を貼り付けています．この例では
Illustratorで作成した pdfファイルを図として貼り付けていま
すが，graphicxパッケージを使う場合は，一般的な jpegファ
イル，png ファイルなどもそのまま貼り付けられます．なお，
このサンプルファイルは pdfファイルの作成に dvipdfmxコマ

図 1 図キャプションの例

ンドを用いております．
また，表 1として，表を貼り付けています．表のキャプショ
ンは上に置きます．



表 1 ヒューマンコミュニケーショングループ
第 1 種研究会
ヒューマンコミュニケーション基礎研究会 HCS

ヒューマン情報処理研究会 HIP

メディアエクスペリエンス・バーチャル環境基礎研究会 MVE

福祉情報工学研究会 WIT

第 2 種研究会
発達障害支援研究会 ADD

ヒューマンプローブ研究会 HPB

情報の認知と行動研究会 ICB

魅力工学研究会 AC

コミック工学研究会 CC

第 3 種研究会
ヴァーバル・ノンヴァーバル・コミュニケーション研究会 VNV

リアルタイムコミュニケーション言語研究会 LARC

3. bibtexを使う場合
参考文献リストの作成に bibtexを用いる場合は，同梱した電
子情報通信学会和文論文執筆用スタイルファイルのなかの bst

ファイルを用いてください．
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